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１　昨冬の振り返りと今冬の主な取組

⑴　昨冬の大雪対応



令和７年度の大雪対応

①【1月25日】記録的大雪を観測
市内全域でバスの運休や渋滞が発生
バスの運休解消と幹線道路の渋滞解
消を最優先に作業を実施

3月7日（完了）
▼ ▼緊急排雪実施

③【2月中旬】
複数回のまとまった
降雪により幹線道路
の作業を再度実施

④【2月下旬～3/7】
暖気により積雪が急激に減少
新雪除雪の出動もほとんどな
かったことから、3月7日で緊
急排雪が完了

②【1月28日】
パートナーシップ排雪を利用していな
い地域の対応も必要となり、パート
ナーシップ排雪の完了が３月下旬まで
遅れる見込みとなったため、
緊急排雪の実施を判断

⑤【3月28日】
積雪深が０cmとなる
5か年平均は4月6日であり、例年
より9日早い雪解けとなった

積雪深の推移(札幌管区気象台)

日付 札幌市の対応

令和8年1月25日 第1回札幌市緊急除排雪実施本部会議

令和8年1月26日 札幌市雪害対策本部を設置

令和8年1月28日 第2回札幌市緊急除排雪実施本部会議 4



 緊急排雪への切り替えに伴う特別措置

● 地域支払額を不要とし、全額市負担で実施

● 緊急排雪に係る追加予算を補正（約27億円）

● 関係機関（北海道開発局・財務局・北海道）による支

援

(１)　ダンプトラック等の支援（延べ1,428台）

(２)　緊急用雪堆積場用地等の提供（４箇所）

(３)　河川敷地雪堆積場のかさ上げの承認（26箇所）

(４)　北海道開発局との連携によるスクラム除雪

⇒令和３年度の大雪対応を踏まえて改定した「大雪時の対応指針」に基づき、関係機
関との連携や作業効率化を図りながら、生活道路における緊急排雪を実施したこと
により、市民生活への影響を最小限に留めることができた

● 町内会の区域にとらわれず、路線として切れ目のない連続的な作業により作業効率が向上

● 対応可能な地域では、現場判断による夜間作業の実施などにより更に効率が向上

● 各関係機関とのスムーズな連携や援助により、大雪時における対応能力が向上
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１　昨冬の振り返りと今冬の主な取組

⑵　今冬の主な取組



１ 検討の背景・課題
 ・パートナーシップ排雪制度などを利用する地域の費用負担や

　 不公平感の増大

 ・在宅介護サービスや宅配などの普及による生活道路の役割の変化

 ・除雪従事者の高齢化や将来的に見込まれる担い手不足

 　⇒ 令和５年度より、市民ニーズや社会情勢の変化などに対応

　 　 するため、パートナーシップ排雪制度を含む除排雪方法の

　　　見直しに向けた検討を開始

２ 生活道路除排雪の試験施工
 ・作業可能な全ての生活道路を対象に市主体で作業する効率的な

　 除排雪手法を検討

　　１）パートナーシップ排雪と比較し、運び出す雪の量を抑制

　　２）除雪作業と同様に地域との事前の日程調整は行わずに、

　　 　 排雪作業を実施

 ・令和８年度は対象地域を拡大し、様々な地域特性や道路状況で検証

 ・パートナーシップ排雪を未実施のエリアも含めて、除雪事業者の作

　 業体制が整い、地域から一定の理解が得られたエリアから選定

地域支払額の推移

約38万円

約52万円

排雪作業のイメージ

 生活道路除排雪の在り方検討
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３ 試験施工の対象地域
区 対象地域 対象延長

中央区
中地区：苗穂連合町内会
南地区：曙地区連合町内会

約11㎞

北区
東地区：拓北・あいの里連合町内会
西地区：新琴似連合町内会、新琴似西連合町内会

約230㎞

東区 全　域 約450㎞

白石区 北地区：北東白石連合町内会の一部、菊の里連合町内会、北白石連合町内会 約130㎞

厚別区 全　域 約240㎞

豊平区
東地区：月寒地区町内会連合会、西岡地区町内会連合会、福住地区町内会連合会、
　　　　東月寒地区町内会連合会

約200㎞

清田区 全　域 約310㎞

南区
北地区：澄川地区連合会、藻岩下地区連合会、真駒内地区連合会、
　　　　藻岩地区町内会連合会、南沢地区町内会連合会
南地区：芸術の森地区連合会、藤野地区町内会連合会

約290㎞

西区 全　域 約370㎞

手稲区 全　域 約370㎞

計 生活道路全体の約７割 約2,600㎞

※１ 対象地域には連合町内会未加入の地域なども含む

※２ 除雪機械で安全に作業が可能な市道が対象（私道は対象外）

※３ 私道の排雪を希望する場合はパートナーシップ排雪等の申請が必要

対象地域の一覧表は雪対策室ホームページにも

掲載しています

 生活道路除排雪の在り方検討
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４ 試験施工の作業内容
令和８年度 試験施工
（申請手続きは不要）

パートナーシップ排雪制度
市民助成トラック制度

排雪幅
（一般的な８ｍ道路の場合）

　道路幅の６～７割程度 ※１

（５ｍ程度）
６ｍ程度

路面の厚さ 　　10㎝程度 ※２ 10㎝程度

地域の費用負担 無　し 有　り

作業時期 降雪状況に応じて１月中旬～ ２月上旬～

①シーズン前 ②排雪前 ③排雪後

道路幅８ｍ
（車道５ｍ＋歩道1.5ｍ×２） ６～７割（５ｍ）程度

【作業前後のイメージ】イメージ画像のため実際の状況とは異なる場合があります
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 生活道路除排雪の在り方検討

※１ ６ｍ以下の狭い道路の排雪幅は、除雪機械で安全に作業ができる幅となります

※２ 路面の厚さは、路面凍結により削れない場合があるため10cm程度としていますが、可能な限り薄く削ります

※３ 降雪や道路状況などにより、排雪作業ではなく「除雪作業」で対応する場合があります

※４ 「私道」は試験施工の対象外となるため、排雪を希望する場合は、パートナーシップ排雪制度等をご利用ください



５ 試験施工で確認したいこと

【札幌市・除雪事業者】

　・パートナーシップ排雪未利用の地域も含めて、効率的に作業できたか、

　　排雪費用はいくらかかったか

　・運び出す雪の量を抑制しても、一定程度の通行環境を確保できたか

【町内会（地域）】

　・車両の通行や歩行に大きな支障はなかったか

　・費用負担を無くすことで、地域の不公平感の解消につながったか

　　⇒ ３月頃アンケート調査等により、作業の「効果」や「影響」を確認

６ 今後のスケジュール（案）

　令和８年度中

　・持続可能な雪対策の方向性をまとめた「基本方針」の中で、今後の

　　パートナーシップ排雪制度と市民助成トラック制度の方向性を整理

　令和９年度以降

　・今冬の試験施工の結果を踏まえて、生活道路の除排雪手法を決定 10

 生活道路除排雪の在り方検討

試験施工の
紹介動画



【背景】

　担い手不足や、カスタマーハラスメントなどに起因する電話対応の負担感により、

　除雪センター職員の確保に苦慮している状況が続いている

　⇒AIを活用し電話対応の負担軽減を目指す取組の検討を開始

【取組の概要】

　電話応答の自動化に係るシステムを導入し、市民の苦情要望を受付

　

　　

　⇒令和7年度は西区（２地区）の除雪センターで試行を実施し、一定の効果を確認

【令和８年度の試行内容】

　規模を拡大し、市内全て（23地区）の除雪センターに導入を行う

　⇒平日は21:00～6:00、土日祝日及び年末年始（12/28 21:00～1/4 6:00）は終日導入

AIを活用した電話対応の自動化
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これまで同様に、市民から必要な情報を
聞き取り対応の検討を行いつつ、
電話対応の負担軽減が可能
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先進デジタル技術の除排雪への活用

　　国道で先行実施している小形ロータリ除雪車の投雪作業の自動化
　（シュート操作の自動化）に関する先進的な取組みについて、札幌市内　　　
での試験施工を目指すもの。
　　施工箇所：札幌市北区エリア
　　施工時期：令和９年２月下旬～３月上旬までの夜間一日

 ⑴　小形ロータリ除雪車投雪作業の自動化による試験施工

【試験施工のポイント】
　〇施工箇所のデータ取得か　　
ら機械への取込など事前　　
準備
　〇オペレーターによる　　　　
シュート操作作業を、　　
「習い制御」により自動化
　〇市街地ならではの現場特　　
性（間口、街路樹など）　　
や課題の確認

https://docs.google.com/file/d/1qSw3Rqekb27_9Fst1M6GJY5WEmw9rSli/preview
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先進デジタル技術の除排雪への活用

　　建設分野で実装が進む「遠隔化技術」を雪堆積場における雪割作業へ　　　
横展開し、雪堆積場特有の過酷な環境下における実用性や課題を検証する。
　　実施箇所：札幌市管理雪堆積場
　　実施時期：令和９年３月予定

　　気象データ、除排雪作業実績（GPS）、３Ｄ都市モデルが持つ路線ポテン　
シャルを統合し、作業の効率化に向け高精度のシミュレーションを実施。

 ⑵　雪堆積場における雪割作業の遠隔化の実証

 ⑶　3D都市モデル（PLATEAU）を活用した雪対策デジタル　　 
ツインの実装に向けた検討

【実証のポイント】
　〇遠隔化専用のコックピットを
　　室内に用意し遠隔操作を実施
　〇遠隔操作機能搭載のバックホウ
　　により雪割作業を実施
　〇低遅延の衛星通信を活用し汎用
　　性の高いネットワークを構築

https://docs.google.com/file/d/1QxBxs3vXdAIYybdaiQUh8PO61vPCjqtq/preview


２　札幌市の雪対策について

⑴　札幌市の冬の気象と雪対策の予算
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過去10年の平均累計降雪量は、過去３０年の
平均と比べると少なくなってきているね！

過去10年の
平均累計降雪量は

430cm

1
1
～
3
月
の
累

計
降
雪
量
（
c
m
）

過去30年の
平均累計降雪量は

479cm

少雪の年

札幌市の降雪量
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世界の都市の人口と降雪量

人口100万人以上で、
約5mに迫る雪が降っている都市は
札幌だけ

【ロシア】サンクトペテルブルグ
（人口：約499万人）

降雪量：297cm

【ドイツ】ミュンヘン
（人口：約151万人）

降雪量：100cm

【オーストリア】ウィーン
　　（人口：約193万人）

降雪量：172cm

【中国】瀋陽
（人口：約530万人）

降雪量：49cm

【カナダ】モントリオール
　（人口：約195万人）

降雪量：215cm

【札幌市】
（人口：約196万人）

降雪量：479cm

※札幌市の降雪量は、気象台（札幌）の平年値
　世界各都市の降雪量は、昭和63年の調査値
　人口は総務省統計局「世界の統計　2026」より

16



令和８年度予算

除排雪には、
とても多くの
予算がかかって
いるんだね

その他
約59億円

除雪費
約92億円

排雪費
約135億円

雪対策全体

約286億円

札幌市の雪対策予算
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札幌市の雪対策予算
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２　札幌市の雪対策について

⑵　札幌市の除排雪作業の種類
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項目 幹線道路 生活道路 歩道1

作業
内容

・車道に降った雪を
　歩道側に寄せる
　（かき分け除雪）

・道路に降った雪を
　歩道や住宅側に寄せる
　（かき分け除雪）

・歩道に降った雪
　を車道側に積み
　上げる

出動
目安

・ほぼ連続した降雪で、雪の深さが10cmを超えており、車や人の
　通行に支障が発生すると予想される場合
・交通量が多くて、圧雪による交通障害の発生が予想される場合
・風雪や地吹雪で、吹きだまりの発生が予想される場合
1対象路線：有効幅2.0m以上の歩道のうちJR・地下鉄駅や公共施設周辺などの歩行者の多い場所

生活道路における新雪除雪 歩道の新雪除雪幹線道路における新雪除雪

作業時間：０～６時ごろ（渋滞や事故を避けるため、通勤時間までに実施）

除雪：まとまった降雪があったとき（新雪除雪）
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圧雪厚 幅員確保

主要幹線 3cm以内 4車線以上

幹線 5cm以内 3車線以上

補助幹線 25cm以内 1.5車線以上

生活道路 30cm以内 1車線+歩行空間以上

※目標とする「圧雪厚」と「幅員」を示したものです。（大雪時は除く）

タイヤショベル

除雪グレーダ

道路種別による除雪水準の違い
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項目 路面整正 拡幅除雪

作業
内容

・路面の凸凹やワダチを削って
　平らにし、削った雪を道路脇
　に寄せる
　（家の出入り部に寄せる雪の
　　量は緩和する）

・走行幅員を広げるため、道路
　脇の雪山の裾をかきとり、山
　の上に積み上げる

出動
目安

・路面状況が悪化したとき
・暖気になり、圧雪がザクザク
　になったとき

・除雪作業で道路の幅が狭く
　なったとき
・次回の新雪除雪の作業に支障
　があるとき

路面整正の作業状況 拡幅除雪の作業状況

除雪：
　　　　道路がザクザクになったとき（路面整正）
　　　　狭くなったとき（拡幅除雪）

23



【ザクザク路面の対策にご理解いただきたいこと】

　１．ザクザク処理の作業には時間がかかります！
　　　⇒ザクザクになった雪や予防的に削る雪は重さや固さがあり、また、　　
　　　　玄関や車庫前など人や車の出入りがある場所を極力かわして作業す 
        るためです。　　　　

　２．降り積もって固まった路面の雪を削って、道路脇の雪山
　　　に積み上げます！
　　　⇒ザクザク路面は同時多発的に発生することが多く、短期間で効率
　　　　良く作業をする必要があるためです。

　３．雪の置き場がないと作業できません！
　　　⇒削った雪は道路上の交通に支障のない
　　　　場所に堆積します。
　　　　民間排雪や除雪で雪山がなくなっている場所にも
　　　　雪を置かざるを得ません。
　　　　削った雪の置き場についてご理解を。　　　

除雪：生活道路のザクザク対策

24

札幌市　ザクザク路面 検索

https://www.youtube.com/watch?v=8GardQMOZIs


生活道路の排雪作業 雪堆積場

・市が行う排雪　　　　　　…幹線道路等の排雪、通学路排雪
・地域と市が協働で行う排雪…パートナーシップ排雪など

項目

市が行う排雪
地域と市が

協働で行う排雪

幹線道路等 通学路 生活道路

作業内容
・道路脇の雪山をダンプトラックに積み込み、積んだ雪を雪堆積場や
　融雪施設へ運ぶ作業

対象
・交通量の多い幹線道路
・地下鉄駅等の車が集中
　する道路

・各学校で指定された通
　学路の内の一部

・パートナーシップ排
　雪を申請した地域な
　ど

実施回数 年1回

時期 1月上旬～2月上旬 2月～3月上旬

排雪
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１　パートナーシップ排雪制度

利用団体・除雪業者・札幌市の３者が役割を分担し、
連携協力しながら生活道路の運搬排雪を実施する。

【役割分担】
　・札幌市　：排雪できる道路か判断、作業日を決定
　・除雪業者：排雪作業の実施
　・利用団体：地域で制度の利用を決定、排雪する道路を選ぶ、
　　　　　　　1月上旬までに制度利用の申し込み、地域負担額の支払い

２　市民助成トラック制度

　町内会などで道路の排雪を行う場合、年1回無料で運搬用トラックを貸
し出す制度。
　トラックへの雪の積み込み作業は、利用団体が依頼した業者が行う。

排雪：生活道路の排雪支援制度

26



労務費・機械損料の上昇により、1km当りの地域支払額が増加傾向
⇒一部利用団体から費用負担の軽減についての要望書も提出されるなど、
　利用団体は制度利用における費用の捻出に苦慮している。

 

地域支払額の構成比率

人件費
約4割

機械経費
約5割

燃料費
 約1割

排雪：パートナーシップ排雪制度の課題
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２　札幌市の雪対策について

⑶　雪対策施設について

28



雪堆積場

雪処理施設

融雪槽　大きな水槽に下水処理水等をためて融雪

融雪管　雨水貯留管に下水処理水を送水して融雪

下水道管投雪施設　下水道管にダンプで直接投雪

地域密着型雪処理施設　下水道管にバックホウで投雪

流雪溝　道路下の水路に下水処理水や河川水を流し、市民が投雪

ロードヒーティング

融雪施設

雪対策施設
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令和８年度の開設箇所
　計82箇所（公共専用：51箇所、一般受入：31箇所）
　
※参考　令和３年度実績（最終）
　計86箇所（公共専用：54箇所、一般受入：32箇所）⇒2,543万㎥の雪を受入れ

一般受入雪堆積場の開設時期
シーズンを通して利用できるよう、郊外の雪堆積場から順に、
時期を分けて開設している。
（令和８年度）
　>> 12月 1日開設：５箇所
　>> 12月10日開設：２箇所
　>> 12月20日開設：13箇所（うち12箇所は21日開設）
　>>  1月11日開設：11箇所

一般受入雪堆積場については、ＨＰや
雪堆積場ガイド（土木センターで配布）で案内している。

上篠路地区雪堆積場

雪対策施設：雪堆積場
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雪堆積場の郊外化

・騒音、振動、冷風による
  迷惑施設との認識

・多くが借地に開設しているため、
  土地所有者の意向により撤退を
  余儀なくされる

  雪堆積場の確保が困難となり、
  郊外化している。

雪対策施設：雪堆積場
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新川融雪槽

雪堆積場の補完施設として市街地付近に位置し、作業効率の向上や運搬
排雪費の削減が期待される。

・令和３年度の大雪時には、融雪施設合計で250万m3の雪を受入

・新川融雪槽では、令和３年度に融雪能力を増強
　（9,000m3/日 → 14,000m3/日）

・令和９年２月より東部融雪槽の運用開始予定

　融雪槽　 ４か所

　融雪管　 ２か所

　下水道管投雪施設　 ２か所

　地域密着型雪処理施設　 ３か所

雪対策施設：融雪施設
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・道路の下に水路をつくり、下水処理水や
　河川水を流し、沿線住民が投雪口に雪を
　投げ入れる。

・8箇所合計で、道路延長約21㎞に渡り整備。

・投雪口はおよそ10m間隔で設置。

流雪溝に投雪している様子

　流雪溝　 ８か所

雪対策施設：流雪溝
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車道のロードヒーティング

■設置箇所

・車道（坂道）、横断歩道橋などに設置　

■ロードヒーティング整備の経緯

・S63～H8年：ｽﾊﾟｲｸﾀｲﾔ使用規制への対応として
　　　　　　 ﾛｰﾄﾞﾋｰﾃｨﾝｸﾞを整備。
・H10年～  ：維持管理費や改修費の増大を背景
             に新しい設置は極力行わず、凍結
　　　　　　 防止剤の散布等で路面管理を実施
・H14年～  ：縦断勾配6%以下の区間で停止検討

■ロードヒーティングは万能ではなく、以下の気象条件では
　効果が表れないこともある

・風　速：毎秒5m以上の風が吹いているとき
・降雪量：毎時3cm以上の降雪量が続いているとき
・気　温：-7℃以下の気温になっているとき

雪対策施設：ロードヒーティング
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２　札幌市の雪対策について

⑷　凍結路面対策について

35



ツルツルになった歩道

「雪道での自己転倒」による救急搬送件数
つるつる路面により、
転倒事故が多数発生。

10年平均で約1,350人が
救急搬送される

R7年度はここ数年でも
件数が多い

出典：札幌市消防局警防部救急課　「雪道の自己転倒」救急搬送概要
　　　11月から３月の５か月間に転倒し、救急搬送された件数

(件)

平均1,350

冬期間の転倒事故
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■春先の砂の回収

札幌市による滑り止め材の散布のほか、市民による砂まきの協力を
呼びかけている

・砂箱は都心部や地下鉄駅の周辺など、人通りの多い交差点を中心に設置

・砂箱の砂は、誰でも利用することが出来る
　※道路（歩道・車道）への砂まきが対象

・冬にまいた滑り止め材は、春先に路面清掃車や人力によって回収

・市民が公共の場所の砂を回収した場合は、無料のボランティア袋に
　入れてゴミステーションへ出すことが出来る（燃やせないゴミの日）

砂まき活動の推進
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■歩行者転倒事故の傾向

・時 間 帯：通勤・通学のピークとなる8～10時の件数が多い
　　　　　　市内中心部では夜間(20時～25時)の件数も多い

・年　　代：年齢が高くなると転倒による救急搬送のリスクが上昇

・路面条件：①融解(0℃以上)→再凍結(0℃未満)でつるつる路面が発生
　　　　　　②氷の路面が降雨や気温で融け、表面の水でつるつるに

・時　　期：①初冬期：冬靴や歩き方などの準備ができていない時期に増加
　　　　　　②12月：忘年会などの飲酒機会が多い時期に増加　　　

■転ばないコツ（ウインターライフ推進協議会）

冬みちを安全・快適に歩くための総合情報サイトやパンフレット等にて
転倒事故防止に向けた情報提供

https://tsurutsuru.jp

冬みちにおける歩行者転倒事故
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３　冬のみちづくりプラン2018に

　　基づく取組について
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課題①市民ニーズへの対応（市民意識調査結果）

図　令和８年度第１回市民意識調査（札幌市）
「今後、特に除排雪に力をいれてほしい道路」

図　令和８年度第１回市民意識調査（札幌市）
「大雪時の生活道路の通行環境で最も重視すべきもの」

・市民意識調査の結果では、今後除排雪に力を入れてほしい道路として、
「生活道路」に対する要望が約６割半
・昨冬のような大雪時の生活道路の通行環境で最も重視すべきものは、
「路面の凸凹・段差・ザクザクの抑制」と「最低限の通行幅の確保」が
　それぞれ４割弱。

雪対策の主な現状と課題
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幹線道路
30.6％

生活道路
65.1％

路面の凸凹・段差
・ザクザクの抑制

39.2％

雪山の高さ・交差
点の見通し改善

18.1％

最低限の通行幅の確保
38.7％



図　–　2022年度の除雪従業者の年齢構成

オペレーター
助手

出典：除雪従事者アンケート調査（札幌市 2022年10月実施）
※ 令和４年度道路維持除雪業務受託者を対象に調査
※ オペレーター・助手の年齢構成割合の合計について、小数第1位を四捨五入し表記しているため100％に 
 なっていない。

作業員ほか

50歳以上の従事者は
全体の５割

60歳以上のオペレーターは
全体の2割

雪対策の主な現状と課題

課題②危ぶまれる除排雪体制（除雪従事者の高齢化）
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【取組の視点】

視点１

安心・安全
な冬期道路
交通の確保

視点２

除排雪作業
の効率化・
省力化

視点３

除排雪体制
の維持・安
定化

視点４

雪対策にお
ける市民力
の結集

視点５

雪対策に関
する広報の
充実

【目指すべき将来】

安心・安全で持続可能な冬の道路環境の実現

  雪対策が抱える課題に対応し、市民の皆さんが将来にわたり安心して安全に

　冬を過ごせるよう「目指すべき将来」を次のように設定

視点ごとに重点施策を展開（取組数：全１０６）

札幌市冬のみちづくりプラン2018
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 生活道路の除排雪方法変更に向けた検討　～生活道路除排雪の在り方検討～

　パートナーシップ排雪などの排雪支援制度を利用する地域の費用負担感や不公

平感の増大のほか、将来的に見込まれている除雪従事者の担い手不足、昨今の在

宅介護サービスや宅配などの普及による生活道路の冬季道路環境に対する市民

ニーズの変化を受けて、除排雪方法の見直しなどに向けた検討を進めている。

(1)  効果的な除排雪の推進

視点１　安心・安全な冬期道路交通の確保
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現状

図　排雪支援制度の利用状況



除雪機械の１人乗り化

今後予想される除雪オペレータ不足への対応として、1人乗りでの作業を可能とし
た除雪機械を導入することで限られた人員でも安全に作業が行える体制を確保す
る。

①１人乗り除雪グレーダの導入　
　安全補助装置を搭載した１名乗車型の除雪グレーダを導入。   　

②既存機械への安全補助装置の設置
　これまで、安全面を考慮し２名乗車で作業していた除雪機械に、
　安全補助装置を設置し、1人乗りでの作業を可能とする。  　

⑴　作業の効率化・省力化による生産性の向上

視点２　除排雪作業の効率化・省力化
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・東部水再生プラザの処理水を利用した融雪槽の整備

　ダンプトラックの運搬距離の縮減、必要台数の低減

東部融雪槽の整備

⑵　雪対策施設の安定的・効率的な運用

想定効果

年　度 内　容

Ｒ４ 基本検討・基本設計

Ｒ５ 実施設計

Ｒ６ 工事発注に向けた調整

Ｒ７ 整備工事

Ｒ８ 整備工事、運用開始
東部水再生プラザ

・新たな融雪施設の整備についても検討を引き続き行う。

視点２　除排雪作業の効率化・省力化
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作業日報などの提出書類の電子化

これまで手作業で作成していた作業日報などの
提出書類についてＩＣＴを活用した電子化を図る。

項目 これまで 今後

書類作成 手作業で作成 必要情報を入力

形式 紙媒体 電子データ

ICTを活用した
提出書類の電子化のイメージ

提出書類の作成
除雪車の運行管理

サーバー

除雪機械

ＧＰＳ衛星

除雪
センター

• 提出書類の簡素化
• 除雪従事者の労働時間の短縮

想定効果

⑴　除雪従事者の定着・育成支援

⑵　カスタマーハラスメント対策
　　令和６年９月に策定された「札幌市職員カスタマーハラスメント基本
　方針」を受け、除排雪業務における対策マニュアルを策定。
　　毎年11月に職員および除雪センター担当者を対象とした研修を実施　　
し、マニュアルに基づいた対応スキルの向上を図る。
　　対象：札幌市建設局雪対策室、区土木部、除雪センターの職員

視点３　除排雪体制の維持・安定化
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除雪ボランティアを行う団体への支援

• 小型除雪機や除雪用具の貸出
• 小型除雪機の購入費用の一部補助

協働の取組による生活環境の改善

想定効果

⑴　除雪ボランティア活動の取組強化

砂まき活動の推進

人通りの多い交差点を中心に砂箱の設置や散布の
頻度を増やすなど、市民・企業・札幌市の協働に
よる砂まき活動を強化

⑵　歩く人に優しい冬のみちづくり

小型除雪機による
地域の除雪

砂箱

地域の除雪力の向上

想定効果

視点４　雪対策における市民力の結集
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冬のくらしガイドや啓発チラシな
どにより、「冬のルール順守」に
つながる情報を発信

・市民と行政の協力体制の構築
・快適な冬の暮らしの実現

想定効果

啓発チラシ

冬のルール・マナー

⑴　冬の暮らしに関する広報

想定効果

「生活道路の新雪除雪の出動情
報」をはじめとした冬の暮らしに
役立つ情報を様々な広報ツールを
複合的に活用し発信

円滑な交通の確保、作業の効率化

情報発信型の広報

⑵　多様な手法を活用した効果的な
　広報・啓発

様々な広報ツール

札幌市公式
HP

YouTube

SNS

雪の絵本

冬のくらしガイド

雪堆積場ガイド

テレビCM

視点５　雪対策に関する広報の充実
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テレビのデータ放送
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４ 大雪対策について　　
（令和４年度～）



■ポイント１

  「排雪作業の前倒しと強化」(フェーズ毎の対策)

■ポイント２

  「雪堆積場等の増強」

■ポイント３

  「市民・企業との協働の取組み」

大雪対策のポイント
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■フェーズ１　「運搬排雪の前倒しと強化」

■フェーズ２　「応援等による体制強化」

■フェーズ３　「生活道路の緊急除排雪」

大雪時には「札幌市緊急除排雪実施本部」を
設置し、積雪深や気象、作業の進ちょく状況等の
フェーズに応じた対策を実施

ポイント１：排雪作業の前倒しと強化
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■判断の目安

　12月から1月上旬に大雪が見込まれる

　（積雪深が50cmに達するなど）

■対応策

 ・幹線道路の運搬排雪の前倒し

 ・道路脇の雪山を全て排雪

※雪山の一部を残す従来の切込排雪から雪出排雪に変更

フェーズ１「運搬排雪の前倒しと強化」

ポイント１：排雪作業の前倒しと強化
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■判断の目安

　一部の区でパートナーシップ排雪作業の遅れが

　見込まれる

■対応策

 ・他区除雪事業者による応援

 ・関係団体等に応援を要請

フェーズ２「応援等による体制強化」

ポイント１：排雪作業の前倒しと強化
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■判断の目安

　半数以上の区でパートナーシップ排雪作業の

　遅れが見込まれる

■対応策

 ・パートナーシップ排雪を取止め

 ・札幌市が費用を全て負担して

　 生活道路の緊急除排雪を実施

 ・他道路管理者等に応援を要請

フェーズ３「生活道路の緊急除排雪」

ポイント１：排雪作業の前倒しと強化
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■事前の対応

 ・過去最大搬入量に対応で
　 きる雪堆積場容量を確保

 ・速やかな緊急用雪堆積場
   開設に向けた準備

豊平川河川敷地を活用した雪堆積場
【写真：北海道開発局札幌開発建設部提供】

ポイント２：雪堆積場等の増強
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■大雪時の対応

・融雪施設の稼働期間を拡大

・緊急用雪堆積場の開設

・雨水貯留池や未利用公共用地を
　小規模雪堆積場・雪置き場として活用

・河川敷地雪堆積場の嵩上げ

・公園、学校グラウンドへの雪入れ

ポイント２：雪堆積場等の増強
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■市民との協働

 ・平常時から大雪時のリスクやとるべき行動を周知

 ・大雪時の不要不急の外出を控えることを呼びかけ

■企業との協働

 ・大雪時の時差出勤や出勤抑制への協力の依頼　

「札幌市民の皆さまへ大雪時のご協力のお願い」

　　　　　　　　（札幌市公式YouTube動画）

ポイント３：市民・企業との協働の取組み
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５ 持続可能な雪対策の在り方検討
　 について
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持続可能な雪対策の在り方検討（札幌市雪対策審議会）

59

➡将来の担い手不足や税収減に備え、特に冬の市民生活に密接に関係する
　持続可能な雪対策について、札幌市雪対策審議会にて検討・議論・審議

【背景】　

　人口減少・高齢化による担い手不足、雪対

策費用の増加(労務費・物価高騰等) の社会

情勢の中、適切な冬季道路環境(通行幅・路

面)を維持しつつ、大雪・異常気象などの有

事の際にも対応できるよう、市民協力も含

め、市民生活への影響を最小限に抑えられる

ような体制の見直しが必要

197 185 173

（万人）

【課題】

① 持続可能な除排雪体制の構築

② 市民ニーズや気象の変化に対応した除排雪手法の　  
見直し

③ 健全な財政運営の見地から雪対策予算規模の検討

④ 雪との共生に向けた市民理解の醸成



専門事項の検討

当面の目標

令和８年度
(2026)

基本方針の策定
・生活道路除排雪の在り方を含む短期的（～10年程度）な雪対策の方針
・持続可能な雪対策の長期的（10～30年程度）な展望をまとめた方針

令和９年度
(2027)

基本計画の策定
・基本方針に基づき、現行の札幌市冬のみちづくりプラン2018に代わる
　今後10年間の具体の取組をまとめた新たな雪対策の基本計画(2027～2036)

市民意見・意向の把握

ワークショップ
ミニ・パブリックス

活発な市民議論の促進（市民参加型の会議など）

地域への説明・意見交換 報告や意見交換を実施（連合町内会の会議など）

札幌市雪対策審議会　委員１２人（有識者、除雪事業者、市民）

審議
事項

除排雪
の在り方

■ 冬季道路環境（通行幅・路面）
■ 除排雪の手法・体制
■ 市財政全体に占める除排雪費の在り方

雪との共生
■ 公的除排雪への理解促進
■ 市民・事業者・行政の役割
■ 冬の暮らし・働き方の意識醸成

市民意見等

検討状況の
説明・周知

持続可能な雪対策の実現に向けた
方針・計画

市民意見・意向の把握

市民アンケート オンライン・郵送等による実施

ワークショップ
ミニ・パブリックス

活発な市民議論の促進（市民参加型の会議など）

地域への説明・意見交換 報告や意見交換を実施（連合町内会の会議など）

検討状況等の情報は札幌市公式

ホームページをご覧ください。 札幌市雪対策審議会 検索

( 札幌市公式ホームページ)
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除排雪手法
小委員会

予算規模
小委員会

検討指示

報告

持続可能な雪対策の在り方検討（札幌市雪対策審議会）



今後も様々な取り組みを通して、
安心・安全で持続可能な冬の道路環境を
実現していきます。

～札幌市の雪対策～
おわり
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